
 

 

１．科目名（単位

数） 
保育カリキュラム論／保育・教育課程論 （2単位） 

３．科目番号 

SSOT3404 

SCOT3404 

SJMP3134 ２．授業担当教員 戸次 佳子 

４．授業形態 講義・演習 ５．開講学期 春期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

保育におけるカリキュラムの意義を示し、保幼小接続を念頭に置きつつ、その編成の仕方を実際の子ども

の発達、生活に照らしながら理解する。保育は子どもの自発的な興味関心や個人差に応じて実践することを

踏まえ、カリキュラムにおける全体的な計画の作成の意義を理解し、保育者の教育的意図を子どもの主体的

な生活の中にどう反映したらよいかが具体的に分るように指導計画を作成する。 

さらに、実践においては子どもの実態に対応しながら計画の修正をどのようにするか、一日の保育の評価反
省をどうするかを扱いながら、保育における計画性と偶発性の双方の意味の理解を深める。ボトムアップに
よる計画作成の方法を長期指導計画と短期指導計画との関連から理解するようにする。以上を通して、保育

所保育指針、幼稚園教育要領等に示されているカリキュラムの考え方を正しく理解し、実践に結びつける力
を養う。 

８．学習目標 

１カリキュラムについての基礎的理解ができるようになる。 
２保育における計画―実践―評価（反省）の関係を理解できるようになる。 
３全体的な計画・教育課程と指導計画との関係、および長期指導計画と短期指導計画の関係を理解し、実践
に結びつけることが出来るようになる。 

４長期指導計画、短期指導計画の立て方が分かり、一日の指導計画を作成する。 
５保育実践の反省の仕方がわかり、計画の修正への過程を理解できるようになる。 
６子どもの発達の把握と指導要録、保育児童要録の意義と書き方を理解できるようになる。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポ

ート課題 

毎回の授業内容を復習しておくこと。 

レポート課題は、授業の中で指示します。 

10．教科書・参考

書・教材 

【教科書】 
池田幸代・田中謙編著『マネジメントする保育・教育カリキュラム』教育情報出版 
【参考書】 
平成 29 年告示 幼稚園教育要領・保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育・保育要領〈原本〉チャイ
ルド社 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 
１全体的な計画・教育課程の目的内容及び、保育計画、指導計画の必要性を理解する。 
２長期の指導計画、短期の指導計画の作成法と両者の関係を理解する。 
３園の行事や日常の指導計画の立て方を理解することができる。 
４実際に短期指導計画を作成できる。 

○評定の方法 

授業への参加度３０％、小レポート・中間課題３０％、期末レポート課題４０％として総合的に判断する。 

12．受講生への 

メッセージ 

平成 29年に改定された幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領では、カリキュラム・マネ

ジメントの重要性が示されました。この授業を通して、カリキュラムについての考え方と具体的な実践につ

いてしっかり学んでください。保育所保育指針、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領

を必ず携帯して下さい。 

13．オフィスアワー 別途通知します。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 保育・教育におけるカリキュラムの必要性 

事前学習 
保育所保育指針・幼稚園教育要領の教育課
程に関連するところを読んでおく。 

事後学習 
保育・教育におけるカリキュラムの必要性

についてまとめる。 

第２回 
保育所保育指針・幼稚園教育要領の変遷と保育・教育課
程 

事前学習 
多様なカリキュラムの考え方があることに
ついて資料で予習する。 

事後学習 
教育要領、保育指針と教育課程との関連を

理解する。 

第３回 カリキュラム・マネジメントについて 

事前学習 
カリキュラム・マネジメントについてテキ
ストの該当部分を読んでおく。 

事後学習 
カリキュラム・マネジメントについて理解

しまとめる。 

第４回 保育理念・保育目標・保育方針について 

事前学習 
実習園の保育理念・保育目標・保育方針につ
いて調べる。 

事後学習 
保育理念・保育目標・保育方針と実際の保育

との関連について整理する。 

第５回 全体的な計画と指導計画の作成 

事前学習 
全体的な計画についてテキストの該当部分
を読んでおく。 

事後学習 
全体的な計画と指導計画の作成について整

理する。 

第６回 長期指導計画の作成（年間計画と月案） 
事前学習 

保育・教育課程と長期指導計画との違いに
ついて考える。 

事後学習 長期計画を作成する。 

第７回 長期指導計画から短期指導計画の作成（週案） 
事前学習 

長期計画と短期計画の違いについて考え
る。 

事後学習 週案を作成する。 



 

 

第８回 短期指導計画の展開（週案から日案へ） 
事前学習 

日案の立て方について、テキストの該当部
分を読んでおく。 

事後学習 日案を作成する。 

第９回 指導案作成例の発表・討論⑴ 
事前学習 日案をもとに模擬保育の準備をする。 

事後学習 指導案を作成する。 

第１０回 指導案作成例の発表・討論⑵ 

事前学習 指導案を作成し発表の準備をする。 

事後学習 
発表・討論を通して学んだことから指導案

を修正する。 

第１１回 保育の記録と評価 
事前学習 

記録、反省、計画の関連についてテキストの
該当部分を読んでおく。 

事後学習 様々な保育の記録について整理する。 

第１２回 
カリキュラムの振り返りと幼稚園幼児指導要録、保育所
児童保育要録の意義と書き方 

事前学習 
幼稚園幼児指導要録、保育所児童保育要録
についてテキストの該当部分を読んでお
く。 

事後学習 
幼稚園幼児指導要録、保育所児童保育要録

の意義について理解する。 

第１３回 幼小連携について 
事前学習 幼小連携について考える。 

事後学習 幼小連携を意識した指導案を作成する。 

第１４回 
幼児期の終わりまでに育って欲しい姿とカリキュラム
との関連 

事前学習 
幼児期の終わりまでに育って欲しい姿とカ
リキュラムとの関連について考える。 

事後学習 

幼児期の終わりまでに育って欲しい姿とカ

リキュラムとの関連について自分の考えを

まとめる。 

第１５回 
まとめ（保育における計画と実践、幼小連携等からのカ
リキュラム・マネジメントの重要性の確認） 

事前学習 
カリキュラム・マネジメントの重要性につ
いて考える。 

事後学習 
カリキュラム・マネジメントの重要性につ

いてまとめる。 

 


